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The Second Vatican Council promulgated the declaration "Nostra aetate" in 1965. Its fourth article 
presents a new theological framework in the Jewish–Catholic relationship. 2015 was the 50th 
anniversary of the Second Vatican Council. On the occasion the Commission for Religious Relations 
with the Jews of Holy See released a new document, "THE GIFTS AND THE CALLING OF GOD 
ARE IRREVOCABLE"（Rom 11:29）A Reflection on Theological Questions Pertaining to 
Catholic-Jewish Relations on the Occasion of the 50th Anniversary of “Nostra aetate”. This essay 
introduces the document in translation and adds commentary.
キーワード： 宗教間対話、カトリック教会、ユダヤ教、『キリスト教以外の諸宗教に対する教会の態度に
ついての宣言』
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（以下、Nostra aetateと略記）第 4項の 50周年を記念して作成された。文書の表題は、「神の

































































International Jewish Committee on Interreligious Consultations）」（以下、IJCICと略記）が設立さ
れた。
20 Journal of Kobe Shoin Women’s University No. 2 （March 2021）
カトリック教会側の対話の主体は、キリスト教一致推進協議会の「ユダヤ教との宗教関係
委員会」である。会議の運営のために「国際カトリック・ユダヤ教連絡協議会（the 




























1992 ボルチモア 「対話の 25年間」
1994 エルサレム 「反セム主義、教育とエコロジー」「家族：伝統的理解と現代
の実態に関する共同宣言」






2004 ブエノスアイレス 「Tzedeq and Tzedaqah（正義と慈善）に関する共同宣言」































2013 エルサレム 「ヨハネ二十三世と Nostra aetate」




























関係委員会」を設置した。この委員会は同年の 12月 1日に早速『公会議の宣言 Nostra aetate
第 4項を応用するための指針と提案』を発表しており、その後のユダヤ教との対話を先導す



















































































なお Nostra aetate公布の 50周年に際しては、ユダヤ教の指導者たちの側が作成した文書も









Nostra aetate第 4項の 50周年を機に、カトリックとユダヤ教の関係
に係る神学的問題を再考する
目次








50年前、第二バチカン公会議における宣言 Nostra aetateが公布された。その第 4項は、新し
い神学的な枠組みで、カトリック教会とユダヤ民族との間の関係を表明している。下記の考













1．過去 50年における Nostra aetate第 4項の影響史概観




















4. 教皇庁のこの委員会は、設立から 1年経たない 1974年 12月 1日に、『公会議の宣言 Nostra 
aetate第 4項を応用するための指針と提案』という最初の公式文書を公布した。この文書の重
大で新しい関心は、ユダヤ教が自らを定義するのと同じようにユダヤ教をよく知るべきこと、
































































































































































































































































































































































































新約聖書において旧約聖書は本性を現す」（「七書研究（Quaestiones in Heptateuchum）」2, 73）
という忘れがたい常套句で表現した。大グレゴリウス教皇も同じ意味のことを語った。すな
わち、旧約聖書を「新約聖書の予言」、新約聖書を「旧約聖書の最高の解説」と定義した。（「エ































































































































一つになる時、「すべての民が声を合わせて主に祈り “ 肩を並べて主に仕える日 ”」（Nostra 
aetate第 4項）を、神がもたらして下さるという期待である。












































































































































副委員長　ブライアン・ファレル司教（The Most Reverend BRIAN FARRELL）
書記　　　ノルベルト・ホフマン司祭、サレジオ会（The Reverend NORBERT HOFMANN, 
SDB）
© Libreria Editrice Vaticana
＊ 2020年 11月 13日付でバチカン文書館（Libreria Editrice Vaticana）より翻訳の許諾を得た。
注
1） "THE GIFTS AND THE CALLING OF GOD ARE IRREVOCABLE"（Rom 11:29）A 
Reflection on Theological Questions Pertaining to Catholic-Jewish Relations on the Occasion of 
the 50th Anniversary of “Nostra ætate”（No. 4）原文は教皇庁ユダヤ教との宗教関係委員会
HP（http://www.christianunity.va/content/unitacristiani/en/commissione-per-i-rapporti-religiosi-
con-l-ebraismo/commissione-per-i-rapporti-religiosi-con-l-ebraismo-crre/documenti-della-
commissione/en.html 2020年 12月 1日引用）に掲載。
2） 第 2バチカン公会議公文書公式訳改訂特別委員会『第二バチカン公会議公文書改訂公式
訳』カトリック中央協議会、2013年（384-391頁）を参照。













8） 「ローマの信徒への手紙」第 11章 17-24節を参照。
9） バチカンの「ユダヤ教との宗教関係委員会」HPで紹介されている一覧を参照（http://
www.christianunity.va/content/unitacristiani/en/commissione-per-i-rapporti-religiosi-con-l-
ebraismo/ilc---international-catholic-jewish-liaison-committee-.html 2020年 12月 1日引用）。
10） 同上。







14） ベネディクト十六世は 2005年 8月 19日にケルンのシナゴーグ、2008年 1月 17日にロー
マのシナゴーグを訪問し、2006年 5月 28日にアウシュヴィッツを訪問した。現教皇の
フランシスコは 2016年 1月 17日にローマのシナゴーグを、同年 7月 29日にアウシュ
ヴィッツを訪問している。
15） カトリック中央協議会出版部訳『教皇ヨハネ・パウロ二世使徒的勧告 和解とゆるし』カ




























26） 本文書発行当時、パウロ六世は福者であったが、その後 2018年 10月 14日にバチカンで
列福され聖人になっている。
27） ホルヘ・マリオ・ベルゴリオ（Jorge Mario Bergoglio）は、現教皇フランシスコである。










30） 『中東における教会（Ecclesia in Medio Oriente）』は、2010年にバチカンで行われた「中







34） 『啓示憲章（Dei verbum）』」は第二バチカン公会議の 4つの憲章のうちの一つ。
35） 『教会憲章（Lumen gentium）』は、第二バチカン公会議の 4つの憲章のうちの一つ。
36） 「父祖たちの教訓（Pirkei Avot）」は、ミシュナに収められた古典文書である。
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（受付日 : 2020. 12. 10）
